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地球温暖化問題に関するソニーと
 WWFジャパンのパートナーシップ

•
 

グリーン電力証書システム立上げに積極的に参画
–

 
ソニー：制度の提案＆最初のユーザー

–

 
WWF：証書の認証を行う「グリーン電力認証機構」に参画

•
 

2005年2月に銀座ソニービルで
 京都議定書発効記念イベントを

 実施

•
 

ソニー・ミュージックコミュニケーションズと
 WWFの共同プロジェクト『ビルのCO2

 

削減
 大作戦』（2006年）

–

 
環境省の地域協同排出抑制対策推進モデル

 事業の一環として、オフィスビルからのCO2

 

削

 減事業を実施



WWFクライメート・セイバーズ・プログラムへ参加
 経緯と目的

•

 
政府、産業界、一般市民等の大

 幅なGHG削減を求める活動を強

 化
–

 

企業向けとして、クライメート・セ

 
イバーズ・プログラムを推進

•

 
環境中期目標の改定検討
–

 

ステークホルダーエンゲージメント

 
の強化を検討

–

 

中長期で取り組むべき課題の整理

2005年6月 ソニーの呼びかけにより「地球温暖化に関する意見交換会」を実施

WWFよりクライメート・セイバーズ・プログラムへの参加提案、検討・交渉を開始
■目標案の妥当性の確認

 

■排出量の推移と目標案の提示

20062006年年77月月
 

クライメート・セイバーズ・プログラム協定締結クライメート・セイバーズ・プログラム協定締結

•

 
環境目標・環境活動の透明性の

 向上
•

 
環境保全活動の加速

•

 
企業の絶対量でのGHG削減コミ

 ットメントの強化・拡大
•

 
消費者等とのコミュニケーション

ソニーWWF



パートナーシップの継続的展開

with James Leape, 
Director General of WWF International 
at Climate Savers Tokyo Summit (2008/02)

2009年11月

 
更新目標に合意

• ソニーグループ全体の事業所から排出される

 CO

 
2

 

換算温室効果ガスの絶対量を、2015年度ま

 でに2000年度比で30%削減を目指す

 • 製品の消費電力を2015年度までに2008年度比で

 一台当たり30%削減を目指す
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• ソニーグループ全体の事業所から排出される
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換算温室効果ガスの絶対量を、2015年度ま

 でに2000年度比で30%削減を目指す
• 製品の消費電力を2015年度までに2008年度比で

 一台当たり30%削減を目指す

2008年2月

 
「東京宣言」

• 共同で「クライメート・セイバーズ

 東京サミット」をソニー本社で開催

 • ソニーなど12社が「東京宣言」に署

 名し、低炭素社会の実現に向けたさ

 らなる活動への決意を表明
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協定締結

• ソニーグループ全体の事業所から排

 出されるCO

 
2

 

換算温室効果ガスの絶対

 量を、2010年度までに2000年度比で

 7%削減を目指す

 • 主なソニー製品の年間消費電力量を

 削減することにより、製品の使用時

 のCO2排出量を削減

 

2006年7月

 
協定締結

• ソニーグループ全体の事業所から排

 出されるCO2
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事業所の温室効果ガス排出量の削減目標

PFC類等のCO2換算
温室効果ガス排出量

東アジア

パンアジア
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米州
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2015年度までに

30%削減

2015年度までに2000年度比で絶対量の30％を削減

2008年度実績

17%削減



本社ビルの省エネルギー



グリーン電力の導入

2008年度はグリーン電力の導入により、
グローバルで年間約9.2万トンの温室効果ガスを削減

欧 州

日 本 米 国

グリーン電力証書契約量
年間5,549万kWh

グリーン電力証書購入量
年間4,200万kWh

すべての製造事業所と非製造事業所（100人以上）で
100%再生可能エネルギー使用を達成。

（約1億9,000万kWh相当／直接調達及び証書購入）

グリーン電力＝「再生可能エネルギー」
再生可能エネルギー導入による温室効果ガス削減に取り組んでいます
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テレビの省エネルギー

約200 kWh/Year

300 kWh/Year 以上

約160 kWh/Year

84 kWh/Year

LEDバックライト搭載液晶テレビ
〈ブラビア〉

 
KDL-32EX700

2010年モデル

３２型テレビの
年間消費電力量比較

約48%

約58%

約70%



テレビの省エネルギー
 

〈ブラビア〉
 

EX700シリーズ

「LED
 

＋
 

省エネ」

省エネNO.1の低消費電力

*2010年1月20日現在。日本国内で発売されている52V型、46V型、40V型のデジタル液晶テレビにおいて。（32V型除く)
本シリーズは省エネ法対象外ですが、省エネ法に準じて算出した年間消費電力量に基づいています。

*

見ていない時に自動で映像オフ
電力

 

約８０％節約

 

（従来機種Ｖ５シリーズは約50％節約）

＋
 

「人感センサー」
 

搭載



VAIO Wシリーズ
 

[エコボディモデル]



VAIO Wシリーズ
 

[エコボディモデル]



– 従来のシリコン系太陽電池と異なり、色素が吸収した光のエネ
 ルギーを電気エネルギーに変換する太陽電池

環境技術の開発
 

色素増感太陽電池

色素増感太陽電池のメリット
・生産時のコスト／環境負荷の低減
・デザイン性

“Hana-Akari”
インテリア照明のコンセプトモデル

“Hana-Akari” のワーキングサンプル
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